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9
時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

公園遊び、山登り、海遊び等の定期実施

家族支援

家庭でできる運動等の助言又、本事業所雇用の心理士の保育所、学校等の訪問
支援、及び関係機関等との会議の実施 移行支援

本事業所雇用の心理士の訪問支援、又巡回相談の活用につていのアドバ
イスや就学相談における助言等を実施。

地域支援・地域連携

地域のイベント（祭りや花火大会等）に参加する

職員の質の向上

定期的に内外の研修を実施。

支　援　内　容

入退出の挨拶　うがい手洗い　水分補給　遊び道具の片づけ　尿排泄の訓練、落
ち着いての振り返り等。　療育中に基本的生活スキルとリズムの獲得をしていきます。

有酸素運動で脳調整と安定を促し、コントロール・バランス、協調運動の中で体性
感覚を使うことで脳の可塑性を高め、自然の中で体を動かすことで感覚調整をしていきます。さら
に感情コントロールにも繋げていきます。又ストレスの緩和も運動遊びを通して養っていきます。

本
人
支
援

対象者に運動とやり取りで刺激を促しながら、数字や物の概念を運動に結びつけ
ながら、行動と認知の発達に繋げていきます。又苦手なことへの挑戦心も養っていきます。

運動を通しながら自然の良質な刺激から感覚や感情を育てることに
よって発語に繋げていき、又集団の中でのコミュニケーションの基礎である、相手に思いを伝え
る、相手の気持ちを考える等に繋げて支援していきます。

自己抑制や社会適応能力、例えば気持ちを切り替える、人に合わせる、感
情を抑えて我慢できる、役割交代を理解する等、人と沢山かかわることで必要な社会性を育み、
運動遊びの中で経験を通しながら発達を促していきます。

支援方針

運動療育を中心としています。運動は脳を活性化し、集中や学習能力、感情の安定や情緒の発達を促せます。又、支援者が子供と一緒に運動することで、共感し、この関係が情緒の安定
や社会性の発達をさせます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 早期発見及び運動を使っての早期支援の実施

事業所名 キッズ京丹後峰山教室 作成日支援プログラム


